














令和 6 年度入試 国 語 

【全体の講評】 

全体的に、選択問題については良くできていましたが、記述問題について、問いの内容を正確に把握

しきれない解答、説明不足の解答が散見されました。 

 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から Science Global・ミライ探究合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：内田 樹 『武道論』 

一 
64% 

全体的に良くできていました。 

ただ、問一の「遡る」の読み、「肯定」の漢字の誤答が目立ちました。 

また、問三の指示語の内容を答える記述問題では、表面的な読みによる内容の捉え間

違いや、説明不足の解答が散見されました。 

 
52% 

 

問題 正答率 出題内容：井上 靖 『しろばんば』 

二 
52% 

選択問題は全体的に良くできていました。 

記述問題では、四十五字以内で答えるというやや長めの問題について、最後まで書き

きれない解答や、説明不足の解答が散見されました。 
47% 

 

問題 正答率 出題内容：『古今著聞集』 

三 
65% 

全体的に良くできていました。 

問一の現代仮名づかいに直す問題は、特に良くできていました。 

ただ、問五の指示語の内容を考えて答える問題、問六の現代語に直す問題について

は、誤答が目立ちました。 55% 

 

問題 正答率 出題内容：『菜根譚』前集四十八 

四 
52% 問二、問三については良くできていました。 

ただ、問一の「則ち」「能わず」の読み、また問四の「君子」の意味について、誤答

が散見されました。 
43% 

 





















令和 6 年度入試 英 語 

【全体の講評】 

昨年度よりもやや文章量は増え、早く丁寧に読むことが求められるのは従来どおりである。グラフ

や図を見て答える問題もあり、柔軟な対応が求められる。整序英作を通して、文法の理解が確認さ

れる。英作文ではしっかりと理由が述べられているかが確認される。今年度の傾向としては、受験

生の多くは時間内に対応できていたようだ。思考力を問う出題に差が見られた。 

大学入試においても、文章量の増加や情報処理能力が求められる問題、思考力を問う問題が増えて

きている。グラフや表を含む様々な分野の英文に触れ、テーマに沿った英作文を書いたり、何度も

繰り返し英文を聞き、音読することで４技能を鍛え、総合的な英語力を身につけていくことが望ま

れる。 

 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から Science Global・ミライ探究合格者の平均です。 

問題 出題内容：リスニング 

Ⅰ 

83% 

大問１は国旗を中心に扱った会話。全体的によくできていた。ハワイの旗に関す

る出題に間違いが見られた。１度目で聞き逃しても２度目で聞き取ることが肝

心。大問２は最後の英文に対して最も適切な返答を選ぶ問題。１回だけしか読ま

れないので落ち着いて聞き取る必要があった。大問３は書き取り問題、前後に読

まれる英文が問題用紙にも載っているので正解率は高かった印象。大問４は会

話の内容を答える問題、待ち合わせの時間と仕事が終わる時間とを誤解する誤

答が多かった。少し考える必要のある問いに間違いが見られた。 

72% 

 

問題 出題内容：和文英訳問題（並べかえ形式） 

Ⅱ 

64% 問１は How about ~ing?の問題。問２は as many 複数名詞 as~の問題。問３は

It ~ to ・・・の問題。問１～問３の正解率は比較的高かった。問４は Who~?の

反語の問題。問５は It takes ～で「時間がかかる」を表現する問題。問６は関

係代名詞の省略。問４～６は難易度が高く、差がつく問題となった。第Ⅱ問全体

的に昨年度よりも平均点は低かった。文法事項を理解した表現力を身に付ける

ことが重要。 

46% 

 

問題 出題内容：英作文問題 

Ⅲ 
71% 

どの季節が好きか、またその理由を英作文する問題。これまで誰もが１度くらい

は練習したことがあるような、かなり一般的な問題内容ではあったが、平均点は

例年に比べそれほど高くはなかった。単純な文法・スペルミスをしないよう、日

頃から正確な英文を書く練習を積む必要がある。基本的な文章が書けることが

ポイント。 
62% 

 

問題 出題内容： 会話文 

Ⅳ 
90% 最近の外国人に人気の観光地に関するやり取り。図を見て考える出題あり。英語

で問う出題への対応が必要。寺社以外の観光地を巡る旅行計画に関する出題に

間違いが見られた。全体的には良くできていた。 82% 

 



問題 出題内容：会話文 

Ⅴ 

76% 
世界の人口の推移に関するやり取り。グラフを見て答える出題あり。英語で問う

出題への対応が必要。アジアの人口の減少については、本文から答えることがポ

イント。グラフを見て判断しているような解答が見られた。今後のテーマとして

は食糧問題が話題として挙がっていることもポイント。全体的には良くできて

いた。 
65% 

 

問題 出題内容：読解問題 

Ⅵ 

85% 

再生紙ビジネスで成功した人物の話。指示語に関する出題、内容に関する出題で

間違いが見られた。最初にどういったビジネスを始め、その後どういったビジネ

スをどこで行っていったのかを掴めたかがポイント。３～４択の問題が多かっ

たためか、正解率は高かった。（２）と（４）は本文中のどの語を指すのかの問

題、代名詞が具体的に何を指すのかは常に意識して英文を読むことが読解問題

では求められる。（３）は過去分詞の後置修飾を問う問題。修飾する語句が後ろ

にある英文を読むのが苦手な受験生が一定数いる印象がある。 

75% 

 











令和 6 年度入試 数 学 

【全体の講評】 

 昨年度に引き続き「大学入学共通テスト」の出題傾向の変化に合わせた新傾向の問題が多く出題されま

した。ただ、小問集合（１）をはじめ難易度は易化したため、昨年度に比べ平均点が上昇しています。具

体的には「統計」分野からの出題（１(6)）、「文章読解」を伴う問題（２、３、４）、「図形」との融合問

題（３、４、５、６）などです。対策としては、基本問題で確実に得点するための知識と正確な計算力、

長文を読み取る読解力、平面および空間図形の把握力の強化が必要となります。 

 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から順に Science Global・ミライ探究合格者の平均です。 

問題 出題内容：小問集合 

1 
91% 正負の数の計算、式の展開、二次方程式の計算、式の値、角度の問題、データの代表値

を出題しました。昨年度に比べ難易度は易化しました。知識と正確な計算力を見る問

題です。基本的な問題であり、合格者はこの小問で確実に得点していました。合格へ

の第一歩として、ここで確実に得点することを求めています。 
82% 

 

問題 出題内容：連立方程式 

2 
81% トライアスロンの競技を用いた「速さの問題」です。(2)では、問題の内容を理解し、

水泳、自転車、マラソンの 3 種目の距離と時間についてそれぞれ式を立てます。穴埋

めの出題により、正答率は高くなりました。(3)では、分数を含む連立方程式の計算で

した。日頃より正確な処理能力を身に着けていれば導けるはずです。 
70% 

 

問題 出題内容：場合の数 

3 
47% 一筆書きについては 1 枚の花びらの書き方 2 通りに加え、どの花びらから書くかの場

合も考える必要があります。色塗りについてはちょうど 2 色の場合、3 色すべてを使

う場合、1 色だけの場合に分けて求めています。いずれの場合も樹形図を書きながら

過不足なく数えることができるかが問われています。 
35% 

 

問題 出題内容：平面図形 

4 
64% 三角形の頂点からの距離の和が最小となる点は「フェルマー点」と呼ばれており、3 線

分のなす角が 120°になります。相似の性質を利用することで証明することができま

す。(2)は(1)の結果を利用して解きますが、直線 CP と辺 AB の交点を D としたときの

直角三角形 ADC に気づけば三平方の定理が利用できます。 
56% 

 

問題 出題内容：関数𝑦 = 𝑎𝑥 と図形 

5 
77% 空間図形内に現れる平面図形をいかに正確に捉えることができるかが問われていま

す。特に(3)は空間内に隠れた直角三角形の補助線を見いだすことが解法の糸口です。

使用する三角形は 1 : 2 :√3   の直角三角形だけでよく、この三角形を繰り返し利用

することにより、求めることができる問題となっています。 
62% 

 

問題 出題内容：立体図形 

6 
24% 空間図形内に現れる平面図形をいかに正確に捉えることができるかが問われていま

す。特に(3)は空間内に隠れた直角三角形の補助線を見いだすことが解法の糸口です。

使用する三角形は 1 : 2 :√3   の直角三角形だけでよく、この三角形を繰り返し利用

することにより、求めることができる問題となっています。 
15% 




